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f肥前杜氏j集団メンバー(杜氏と蔵人)の動向と地域農漁業
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Trend of Occupation Selection of “日izen-toji"， Sake-producing Members who were from Hizen-cho 
in Saga Prefecture to make Sake and its Influence on the Regional Agriculture and Fishery 
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要約
かつて佐賀県肥前町出身の酒造1:¥稼ぎ者は向Hf]ーからの出稼ぎ者の大半を占めていた。彼らは、 1950年
代半ば以降の日本経済の高度成長に際し、{也の一般的な農漁家 i山iE員と同様、建設業を中心とする ~lc:農漁
業分野の職種に転職し、世帯としては離農漁したり、農漁業を縮小して第2極兼業践的i家になったりとい
うように、農漁業を縮小させた者が多く、さらにそのうちの一部には、大阪などに転出したケースも見ら
れた。他方、このような蕩々たる蔵人の非農漁業分野への労働力移動に対して、 gl家農漁業を維持・拡大
し、専業的な農漁業へ向かう蔵人位指，の割合は決して高くはなかった。
ところで、 fl域人Jから出発し最終的に「杜氏J(親方)にまで、至った者は10数%臨度であったと推測
されるが、杜氏(親方)になった場合は、上述の多くの蔵人の行動パターンとは異なり、長年酒造出稼ぎ
を続け、いわば f酒造り人生Jを全うする者が多かった。しかし、佐帯の動向としては、蔵人世帯と同様、
離農漁や農漁業縮小・第2種兼業i民法l家化するケースが多く、農漁業の維持・拡大を目指す世帯の割合は
高くはなかった。
以上のような歴史的経過を経て、 21世紀に入札酒造出稼ぎ者の入手不足のますますの深刻化と蔵元
社氏・社員杜氏・社員蔵人の増加を契機に、杜氏と蔵人の出身地の求問!t.交差が生じる状況下で、 2008
年現在、肥前町出身の5人のね:氏と21人の蔵人が佐賀県内外で、活躍している。こうして、いま、“肥前杜
氏築田(杜氏と蔵人)ここにあり"、あるいは、いまだ“肥前社氏集団健在なり"と言うことができる。
Summary 
The workers at sake brewery away from home were main migrant workers at Hizen-cho 
before 1950s. Most of them changed their works to non-agricultural occupations such as 
construction worker. Therefore most of their farm households changed rapidly after middle 
of 1950s fr‘om ful time farm households to part time farm households especially to farms a 
part of them went out to urban area such as Osaka. On the other hand the members who 
expanded their farm sizes were not necessarily many. 
Many of the workers who work under the command of overseer of sake-producing 
operation acted as mentioned above. On the other hand many of the overseers of sake-
producing operations accomplished their works for many years until advanced age. But many 
of them decreased their farm sizes or stopped their farming Iike as many public workers at 
sake brewery. Therefore many workers from farm households at Hizen-cho went to industrial 
sectors similarly as another area in Japan. 
On the other hand there are yet 21 workers who work under the command of overseer 
of sake-producing operation and 5 overseers of sake-producing operations who came from 
Hizen-cho at the northwest town in Saga Prefecture. And they are now taking an active part 
in sake brewery in Sag Prefecture or in Fukuoka Prefecture. 
キーワード (KeyWords)・杜氏 (Overseerof Sake同producingOperation)、蔵人 (Workerwho 
works under the Command of Overseer of Sake-producing Operation)、肥前杜氏集団 (Members
who came from Hizerトchoto make Sake)、清酒メーカー (SalくeBrewery)、第2磁兼業農家 (Farm
Household earned main Income from other Jobs)、大阪 (Osaka)
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1 .はじめに
( 1 )課題
1957年に200人を超えていた肥前町出身の酒
造出稼ぎ者(1把前社氏」集団)は、その後どう
しているのか。髄在なのか。また、その大半を
なす蔵人のうち何人が杜氏になったか。あるい
は、岳家農漁業はどうなったのか。そして今、
肥前社氏集出(杜氏と蔵人)は何人いて、どこ
でj酉jiきりをしているのか。
以上の諸点を明らかにすることが、本稿の課
題である。
(2 )用語の簡題
清酒製造の誼接的担い手(労働者)の種類に
ついては、製造技術を指示する技術責任者を「社
氏」と呼び、それに対して、その他の一般労働
者を「蔵人Jと呼ぶことによって両者の役柄を
区別する用法もあるが、それ以外にも、酒造労
働者全員を「杜氏j と呼んだり(註 1)、酒造
労働者全員を f蔵人j と呼んだりする場合など、
多様な用法が見られる。そこで、本稿では、個
人を対象にした場合は、製造責任者を「杜氏J(親
方)、一般労働者を「蔵人」と呼ぴ、他方、出稼
ぎ集団を対象とした場合は、「キ士氏」だけでなく
「蔵人Jも含めて、肥前町出身の酒造労働者全体
(一団)を f肥前社氏j、あるいは、 f肥前杜氏」
集団(r肥前杜氏集団J) と!呼ぶことにする。た
だし、同時に、 f杜氏J(親方)個人についても、
所属(出身地)を開題にする場合は、他の「杜
氏集団jと区別するために、肥前前出身の「社氏j
であるという意味で「肥前杜氏Jと呼ぶ場合も
あるので了解し、ただきたい。
2. r肥前杜氏j集団(杜氏と蔵人)の今目的存
在状況
( 1 )清酒製造にかかわる杜氏と蔵人の動向
①中堅清酒メーカーにおける実態
これまで見てきたように、特定の}誌で長年酒
造りをする杜氏もいたが、複数の蔵に移りなが
ら酒造りをする杜氏のほうがむしろ多かった。
では、杜氏とともに酒造りをする一般の蔵人は
どうなのであろうか。
表 lは、県内の中堅の清酒メーカーにおける
実態を示したものである。この蔵では、 1982年
まで蔵人として本社の酒造りに加わっていた麿
津市出身者(r唐津社氏J)が、 83年から兵庫県
出身の杜氏(1丹波社氏J)に代わって社氏を引
き継ぎ、それ以来2006年まで24年(自)の長
きにわたって杜氏を務めてきた。
それに対し、蔵人の動向を見ると、極めて多
様であることを特徴としている。一方では、 15、
16、17、18番蔵人のように、少なくとも25年
以上本社で酒造りに携わってきた蔵人のタイプ
が見られる。 72歳まで、本社で、酒造りをしていた
22番蔵人もこのタイプに属する。また、 70歳を
超えるまで本社で酒造りをしていた10、12番
蔵人もそうだったと推測される。長年本社で酒
造りをしていれば、自ずと年齢も高くなるから、
このようなタイプの蔵人は高齢になって本社を
辞めると同時に酒造りの仕事自体も辞めると考
えられる。本社を辞めることは同時に酒造りも
やめることを意味する。
2つ目に、 20(8年)、 23(6年)、 30(8年)、
33 (7年)、 34(9年)番蔵人のように、 10年
弱で本社を辞めた蔵人のタイプも見られる。 70
歳前後で辞めた30や33番蔵人は照時に酒造りも
辞めたと推測されるが、その他の比較的若年の
者は酒造りの仕事から転職したか、あるいは別
の蔵に移って酒造りを継続したかは不明である。
他方、 19、21、24、25、26、27、28、31、
38、39，40、41、45.50番蔵人は本社での
酒造りは 1年限りで辞めている。このタイプは、
12人中大半の9人 (75%)が10~ 20代の若者
であることを特徴としている。
引き続き、同様に、県内の中堅の清酒メーカー
における杜氏と蔵人の動向を見てみたい。表2
は、そのようなB社の事例を示したものである。
杜氏は、 1991年まで肥前町出身の「肥前杜
氏j が務めてきたが、 98年からは年間雇用の社
員が清造責任者となって酒造りの指揮に当たっ
ている。伝統的な「出稼ぎ杜氏Jから「社員杜氏j
への移行という動きが確認される。
他方、蔵人については、 A社同様、一方では、
6、ア、 8、9、10、11番蔵人のように、本社
に長年勤め、 60~ 70代になってから退社した
蔵人のタイプが確認される。現役の蔵人の中で
も、 13番蔵人はもちろんのこと、 22、23、25
番蔵人もこのタイプと考えられる。
B社には10年足らずの比較的短期間で退社す
る蔵人のタイプは見られないが、 l年(回)だ
rll~~íj杜氏j 集団メンバー(杜氏と成人)の動向と地域農漁業 3 
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けで辞めるというタイプはA社同様少なくない。
17、20、31、32、33，34番蔵人がそのタイプ
だが、 A社の場合と異なり、彼らの多くは中高
年者である。 I年きりの雇用であっても、若者
ばかりに期待するわけにはいかない時代が到来
したと見られる。
さて、 B社で注目されることの lつは、女性
の蔵人(蔵女)の出現であるの 35~ 42番蔵人
の8事例がそれである。彼女らの特徴は、 30~ 
40代から始めて、 50~ 60代まで比較的長く勤
めていることである。また、自宅が比較的蔵の
近くに存在し、男性(蔵男)が住み込みで働い
表1 清酒製造にかかわる杜氏と蔵人の動向 (A社)
ているのと異なり、通勤形態で働いていること
である。
もう 1つは、 B社は、 1998年以降、年間雇用
の男性社員を蔵人および杜氏として採用したこ
とである。このようなB社の対応に清酒業界に
おける新しい動きを見ることができる。
②小規模、清酒メーカーにおける実態
小規模清酒メーカーでの実態はどうであろう
か。表3はC社の事例である。それまで長く杜
氏を務めていた星賀出身の杜氏 1 (肥前杜氏)
が引退した1998年以降、年齢的な問題で、 3人
生隼強i
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の全1:氏の交代が見られた。
一方、蔵人の変化は比較的少ない。もともと
杜氏 1 人と蔵人 2~4人の生産体制であった上
に、比較的長く務めて60歳以上の高齢になって
から辞める蔵人が多かったからである。
他方、若者は 2~3年で辞めている。
表2 ~霞j菌製造にかかわる杜氏と蔵人の動向 (B 社)
警雪空緩潟自空警・ 1981 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93例 95 96 97 98 99 00 01 02ω04 05 06 07 犠号別期間祭落名一 一社 1男拳J 納所 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 
氏2 男 間佐賀市
1男季節富岡県
2男季節紡所
3男季節富士町
4男季節納所
5男季節納所
6男季節納PJT
7男季節徳凋県
8男季節富士町
9努季節納所
10第季節富士町
11男季節富士町7
12努季節納所
13努季節納所
14男季節富士町
15男季節納所
16男季節納所
17男季節納所
18努季節納所
19努季節納所
20男季節納所
21努さ季節納所
22男季節納所
23努季節紋所
議 24男季節佐賀市
人 25男季節紋所
26 !l号季節納所
27男季節大和町
28男季節佐賀市
29努季節子代悶町
30努季節佐賀市
31努季節多久市
32男季節佐賀市
33勇季節佐賀市
34努季節牛津町
35男季節諸富町
36女季節大和町
37女者季節大和町
38女季節大和町
39女季節大和町
40女主季節大和町
41女季節大和町
42女季節大和町
43女季節大和町
村男年間川副町
45男年間大和町
46努年間依賀市
47男年間大和町
j旦昆与問佐翼市 一一一
一歳人数{人) 16 15 16 16 14 14 14 15 19 18 19 18 6 16 16 15 
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表3 ~藷j器製造にかかわる杜氏と篇人の動向 (C 社)
役番手性雇用出身地・
柄号見IJ期間終落名 1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 
1 !i号季節塁奪還 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 
社 2努季節 E重量Z
氏 3~電季節納所
4男季節納所
1男季:星潔
2男季節 E重量Z
3男季節紡所
4男季節塁蓄電
滋 5男季節援資
人 6男季節皇室電
7努季節墨賀
8男季節納所
9努季節翠賀
10 !i号季節納所
11 玄季箆J!2i異色.4.9_JiQ_町一男_..Jil..._~一 一一一…一一一一一一一一一一一……一一一一歳末主主(人)~- . T-3-3-4-4 -43-3--3--4-4--223~-3--2 --2-2-2-1…-1-2-3-Tz---2 
連隼謹i
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表4 清酒製造にかかわる枝氏と蔵人の動向 (G社)
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入手不足に対応して、 C社でも一時女性の蔵
人(蔵女)が来ていた。
次いで表4にG社の実態を示した。 G社では、
1987年に杜氏(親方)が唐津社氏から J巴前杜氏
に代わったが、それ以来今日までこの肥前杜氏
が長く杜氏を務めてきている。
G社は、かつては蔵人の人数が比較的多かっ
たが、その後激減したことも影響してか、蔵人
の変動はかなり激しかった。そして、 G社の蔵
人の動向における特徴は、勤続年数が長い人は
長く、短い人は矩し、という、両極端が多いこと
である。 7、8、15、16番蔵人は20年を超え
ている。 11番蔵人も 13年と比較的長い。
20 21 
20 21 
56 57 
59 
他方、 10、19、21、22、23、24番蔵人は2
~3 年、そして 9 、 12 、 13 ， 14、18、25番蔵
人は 1年で辞めている。なお、彼らは必ずしも
若いとは言えない。若者による補充が閤難になっ
てきた記iである。
また、 G社で、も、他のメーカ一同様、女性の
蔵人(蔵女)の採用が見られたし、 2005年から
は年間雇用の若い社員を採用しており、小規模
メーカーでも担い手そのものの変化が始まって
いることを確認することができる。
表5 肥前町出身の蔵人の存在状況 (2007酒造年度)
蔵元 蔵の 杜氏の所属する
記号 所在集団(組合)名
A社佐賀県 肥前
B社佐賀県 社員
c社佐賀県 肥前
D社佐賀県 蔵元
E社佐賀県 肥前
件土 福岡県 肥前
G社佐賀県 肥前
H社佐葉県 肥前
l社佐賀県 肥前
計
資料・聞き取り、唐津新聞1998年1月8日付による。
註:杜氏や製造責任者(製造部長)は徐く。
(単位:歳、人)???
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(2) r肥前杜氏j集屈(杜氏と蔵人)の今日的
存在状況
肥前町出身の杜氏も蔵人も、例外なしその
数が激減している。では、現在、肥前田I出身の
杜氏と蔵人は何人いるのだろうか。
それを示したのが表5である。ところで、今
日でも、蔵人は同郷の先輩の蔵人や社氏に誘わ
れるなどして同じ地域出身の蔵人と杜氏がとも
に蔵に入るケースが多いが、出稼ぎの蔵人や杜
氏が減り、地元からの通勤での蔵人や杜氏(社
員社氏や蔵元杜氏)が増加しているため、とく
に中堅の清酒メーカーにおいては、杜氏は他所
からの出稼ぎ者であっても蔵人は地元からの通
勤者であったり、逆に杜氏は地元からの社員社
氏や蔵元社氏に代わっても他所から出稼ぎの蔵
人が引き続き来ていたりするケースもあり、蔵
人と社氏の出身地が一致しない状況が増えてき
ている。
表5でも、 A社には蔵人が16人いるが、その
うち肥前町出身者は7人、 B社でも蔵人総数15
人の中で肥前町出身者は3人となっている。そ
の他の小規模メーカーでは、肥前町出身の杜氏
の下で同じ肥前町.出身の蔵人が一緒に働いてい
るケースが多いが、それでも両者のズレが出て
きている。
さて、このような動向も考慮しつつ、表51こ
見られるように、現在、肥前町出身の杜氏は5
人おり、彼らは延べ7つのメーカーで酒造を担
い、他方、肥前町以外の社員杜氏や蔵元社氏で
あるメーカーも含めて、 9つのメーカーの下で、
21人の肥前町出身の蔵人が酒造に携わってい
る。これは、決して少なくない数値である。
次いで、表6はこれら21人の肥前町出身の蔵
人の属性を示したものである。
蔵人の出身集落は、納所が最も多く 9人だが、
肥前杜氏集団のルーツと見られる星賀からは6
人、また同様の晴気からは2人おり、現在の蔵
人の構成にも肥前社氏集団の原型が残っている。
年齢は、 30代が2人、 40代が 1人、 50代が
11人、 60{-1C;が4人、 70代が3人で、平均は56
歳である。
なお、農漁業との関わりについては後述した
し、。
3.杜氏・蔵人と地域経済との関わり
では、かつて肥前|町において出稼ぎ者の主流
を占めた多くの蔵人や社氏は、肥前町の地域経
済にどのような影響をもたらしたか。あるいは
逆に、地域経済のいかなる動向に影響されてど
のように対応し推移してきたのであろうか。
??????????????? ? ? ?
???
?
????
?
????????
???
?
?
?
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?
?
? ? ?
?
? ?
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?
? ? … ?
? ??????????????????????????????
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?
?
?????????????????????????
? ? ?
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? ? ? ?
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?????????
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?
?
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?
????? ?? ????
???? ? ?
??
??????????? ??????????
??
????????? ??? ?? ????????????
???????????????????????????????????? ?
????
??
?????????
??
?? ? ? ??? ???????????
?
?
?
????
B:t.土 佐賀県 社員
C社 佐翼県 肥前
D社 佐賀県 蔵元
E社 佐賀県 肥前
F社 福岡県 肥前
G社 佐賀県 肥前
H社 佐賀県 肥前
I社 佐糞県 肥前
資料:アンケ ト、および潤き取りによる。
(単位:歳、人)
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表7 酒造場関杜氏・蔵人一覧 (1957年)
酒造場名 酒所造在地場の名 社氏名 出社身集氏落の名 蔵人名
西依j箆造場 鳥栖市 中山守太郎 納所 井上福次 井上和夫 井IJ、崎上主主勇光 井上克行 中山喜八郎中山雄市 中山英治 古川博笥 策武勝喜
富安合資会社 福両県久留米市 久留米社氏 石関虎治 渡辺寅松 井上松一岩本億一 前田政繁草場春雄 名古屋新八
中山寿雄中山清 中山幸男渡辺稔 江1脊志
兼行酒造場 鳥栖市 岩本一雄 入野 山城主人 名省屋初芳石図安清井上策義 大鴻平八郎
坂本勝
問中酒造場 伊万里市 中村弥太郎 惰気 坂本吉造坂本政喜 坂本作治坂本元明次 坂本清作岩本管郎岩本音太郎岩本政治藤田
田尻酒造場L {警万里市 山口徳市 入里子 井上義夫 井上義良1) 渡辺政人中山村太 兼武八郎
中村酒造場 福間疑問1市 久留米杜氏 渡北辺原福一寿 渡辺嘉一郎渡辺忠一渡辺光好 渡辺清徳
大分j蛮類 草場勘治 石組政夫
山内酒造場 唐津市 坂本豊造 B奮気 井上恒夫郎 井上本輝小三雄郎 吉井上村辰留巳 井上輝夫 井上義ニ郎岩本七岩 一名古震七j台
佐賀県酒造 大和町 名宙産松太郎 皇賀 石関次慈郎 石村田弥愛太 北原凶荒初美吉 井上本政簸生造 名古震字吉研究所 渡辺 中郎前 岩
井上春夫井上優 井上清 井上正敏 井上敬治
富士本酒造場 福岡県小倉市 井上久蔵 納所 井上喬正志義 弁上幸 中山輝雄渡辺回出夫 1原田三j台
鶴田
藤生酒造場 唐津市 芥屋杜氏 井上忠光 井上義隆 松尾久 鶴図強 中山虎之
小柳酒造場 小城町 渡辺長治 畏賀 渡辺正清 渡辺県一 渡辺道之渡辺幸一 渡辺亀手IJ家沼林一 岩本康司 吉村勝
樋口j富造場 福同県大万洗町還避)
井上堺 井上勝吉 井上新一井上次男 井上八州篤
井上明人井上00
後藤酒造場 福間県豊前市 井上久 井上虎史 1本幾造名古農正八郎
江崎酒造場 北茂安町 井上正樹 入野 井上孝善夫行 井上福治 井上孝光井上幸哉 井上窓太郎松尾 松尾熊照 中山孝 鶴田和邦 諸i濁十吉
天山酒造場 小城町 唐津杜氏 罷一斉藤酒造場 伊万里市 1本愛治 墨三 渡辺;奮闘郎北原好造北原平 石田浩巳財津酒造場 大分県大分市 渡辺忠平 中山進黒髪山酒造場 伊万里市 中山作i隻 渡辺太一郎中山作冗井上常夫 北原儀一
前回酒造場 伊万史市 諸問生治 松尾喜一 坂本虎市中野清 宮崎勇夫
(三松鹿限山酒;胃造潰塑場1 基山町 北原稿造 援資 石図初次石隠j青i貧 石図仁造名古屋甚太郊松尾ニ郎北原広司 渡辺増男
白水酒造場 厳木町 岩本年太郎 精気 坂本亀竺 坂本健一 坂本末雄岩本徳蔵
平田酒造場 福間嬢穀倉田T 渡辺忠治 皇賞 渡辺輝男 渡辺昭一 渡辺隆広前田秀吉 北原常治石田亀夫
樋渡酒造場 伊万里市 岩本仁造 靖気 岩中本山寓公治 岩本駿部 岩本福一諸問与一 大1内清
宮島酒造場 唐津市 岩本成男 暗気 岩本勇作 岩本字作 場本一男岩本宗一 坂本一男坂本幸生 坂本茂司 大i薦莫之弁上弥一郎 草場静男
重松j 伊万里市 岩本平吉 E膏気 井..t松異IJ 井上春手IJ 井上唯義井上久太郎 井上霊平
牟田j 伊万箆市 坂本八造 晴気 弁上依ー 西村武司 宮崎義努松尾今朝松
森光 伊万里市 石悶政吉 星賀 石刻哲一 右回初太郎北原忠夫諸問勇助 渡辺直行
太j羊潮酒造場 伊万里市 井上諭 入野 井上富男 井上鶴男 井上唯夫井上末男 井上富士夫大浦唯夫
英彦山酒造場 福間県医)1市 久留米杜氏 前回定司
資料:入野村沼造従業員名(記念碑、 1957年建立)を塞に間き取りで修正。
註 :0は不問。
( 1 )蔵人世帯の動態
まず、杜氏に比べて人数が圧倒的に多かった
蔵人、あるいは蔵人経験者がし、た世帯(主に農
漁家)がその後どうなったか、その実態に迫っ
てみたい。
それへの接近方法として、本稿では、引退者
と現役に分けて見ていきたい。
①引退蔵人
最初に、引退者(引退蔵人)の動向から見て
いきたい。ところで、実は、これまで総勢何人
いたのかもよく分からない程多数の肥前町出身
の蔵人の動向を把握することは簡単で、はない。
ただ幸い、表アに示すように、 1957年建立の
名古屋徳市翁顔、徳碑と{井せて酒造従業員(蔵人)
名簿を彫り込んだ石碑も同時に建立されたため、
この石碑の名簿に依拠して、彼らの50年後の動
向を開き取る作業を行うことによって、蔵人の
全体的動向を推し測ることとした。
従業員(蔵人)名簿には、表7のように183
人の名前が刻まれているが、関係する蔵人や杜
氏を頼って彼らの動向を開き取った結果、表7
現在の自家農漁業
などの概況
稲作
離農(後継者夫婦勤務)
飯米
繁殖牛20...30頭(後継者農協勤務)
運搬船経堂
離農(後継者勤務)
離農(後継者他出)
葉たばこ
離農(後継者他出)
離農(後継者勤務)
耕作放棄
離農
もともと非農家
稲作
稲作十蔵人
漁業
飯米
離農(売却)
稲作
離農(後継者自営業)
漁業
零細畑作、田貸し付け(後継者郵便局)
飯米(後継者勤務)
飯米+耕作放棄
離農
離農(弟に貸し付け・後継者漁業)
繁殖牛15頭(後継者勤務)+稲作
漁業十蔵人
唐津市浜玉町邑営業
他出 離農(売却)
離農
離農(弟に譲渡)
野菜自給
表8-1
蔵人集落
番号名
1 星賀
2 星賀
3 翠賀
4 翠賀
5 星賀
6 星賀
7 星賀
8 星賀
9 星賀
10 星賀
1 星翼
12 皇賞
13 ~霊翼
14 皇翼
15 皇翼
16 皇賞
17 星賞
18 塁質
問皇賀
20 星賀
21 星賀
22 皇賞
23 星賀
24 星賀
25 畏賀
26 星賀
27 星賀
28 震賀
29 星賀
30 星賀
31 星賀
32 星諜
33 星翼
34 星賀
35 震袈
36 星賀
37 星賀
38 援賀
39 農駕
40 星翼
41 農賀
42 星賀
43 星賀兄 船乗り
44 星賀 弟 O 運搬柏乗務員
45 星賀 繁薙牛10頭(後継者勤務)
46 星賀 漁業 離漁(後継者他出)
47 星賀 運搬船乗務員 離農(貸し付け)
48 星賀 挙家離村離農
49 皇賞 たばこj苫経営 福岡 離農
50 星賀 建設業(伊万里市) 伊万里市 離農(弟に譲渡)
51 星賀 離農(売却)
52 星賀 真珠養殖 漁業(後継者一本釣り)
53 星賀 転出 離農(貸し付け)
54 皇賀 離農
資料:同じ人に対する複数の関係者からの聞き叡りによる。表8-2と表8-3も向様。
1957年当時の蔵人のその後のうごき(1 ) 
兄弟存杜氏蔵人からの 世帯の
関良企j塑重量塾生 転出先
o 0 
0 
0 
0 
0 
? 、? ?
作i
? ?
?
? ?
?8 
震津市
福岡県
魚市場
土建業(大阪)
繁殖牛
運搬船経営
カツ1)ンス歩ント1年間雇用)
反物行商(自営業)
商庖
運搬船経堂
運搬船経堂
船大工(年間雇用)
農家へ養子
。
。
。
。
。
??
。
??? ???
???
。。
。
????
離農(後継者勤務)
耕作放棄(後継者地出)
離農(売却)
告マネギ専業(後継者)
野菜作(自家商践にも出す)
離農(後継者勤務)
離農(売却)
離農(後継者運搬輪勤務)
もともと船乗り
大阪
福岡県
山口県
鉄工所(大分)
運搬賂乗務員
酉庖経営
運搬船経営
。
。
。。
??
???
???
?
??
『???????
?
? ?
???????????????????????????????
? ? ?
?
??
????????
? ?
?????????????????
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現在の自家農漁業
などの概況
繁殖牛10頭
いちご
稲作
稲作30aほど
繁殖牛20頭(後継者勤務)
稲作(後継者勤務)
半農半漁(後継者)
稲作(後継者勤務)
稲作
いちご
田畑作+日産い
飯米
いちご
繁殖牛3頭、稲作8旬、職人
葉たばこ
飯米(後継者勤務)
繁殖牛10頭(後継者勤務)
稲作
飯米(後継者勤務)
肥育牛15頭(後継者勤務)
肥育牛20頭(後継者勤務)
縮小(後継者勤務)
縮小(後継者勤務)
稲作(後継者勤務)
離農
縮小(後継者勤務)
縮小(後継者勤務)
1957年当時の蔵人のその後のうごき (2) 
兄弟存杜氏 蔵人からの 世帯の
関係命経験 転職先 転出先
o 0 
o 0 
o 0 
o 0 
0 
愛知県
土建業(大阪)
葉たばこ
葉たばこ
町議
大エ
トヨタ(愛知県)
建設業
建設業
建設業
建設業(大阪)
土建業
。。
。
。。
??
。
表8-2
国畑作
稲作
いちご
田畑作(後継者勤務)
田畑作(後継者勤務)
縮小(後継者勤務)
繁殖牛5頭(後継者勤務)
田畑作(後継者勤務)
田畑作(後継者勤務)
回姻作(後継者勤務)
稲作
縮小
稲作
葉たばこ
稲作(後継者勤務)
。
。
??
。。
。
葉たばこ
高庖
建設業(大阪)
。
稲作。
縮小
稲作
稿作
繁殖牛16頭
稲作
離農(後継者他出・独居)
飯米(後継者友宮)
稿作
離農
稲作
稲作(後継者は公務員)
稲作(後継者勤務)
離農
半農半漁
不作付
???
。
。
??
。
。。
????????????????????????????????????????????????????????????????? ??????? ?
夫
表8-3
??
? ?
???????????????????????????????
? ??
???????????????????????????????
????
??
??
??
???
?
?
??
????
?????????
??????
??
????
??
???
??????
??
????
???????????????????
???
現在の自家農漁業
などの概況
稿作
稲作
飯米(後継者勤務)
稲作
飯米
稲作(後継者勤務)
半農半漁
稲作(後継者勤務)
飯米(後継者勤務)
飯米
もともと非農家
もともと非農家
漁業
漁業
半農半漁(後継者勤務)
離農(後継者なし)
離農(貸し付け)
飯米
飯米(後継者酒造会社勤務)
漁業+高j苫
漁業(後継者)
離農(実家の兄に委託)
半農半漁
飯米
離農
耕作放棄(イノシシ害)
葉たばこ
稲作
葉たばこ
離農(後継者勤務)
稲作50aほど(後継者勤務)
離農
飯米(後継者他産業)
離農(後継者勤務)
葉たばこ
離農(後継者勤務)
肥育牛300頭
離農(後継者自営業)
いちご
葉たばこ
肥育牛300頭
離農(公共用地転用)
繁殖牛60~80頭
葉たばこ
離農
飯米(後継者の後継者農協職員)
野菜自給(後継者大工)
縮小
離農(貸し付け)
把育牛300~400頭
回細作
離農(売却)
離農
繁姫牛15頭(後継者勤務)
稲作
離農
稲作4haほど
稲作
玄海町
他出
久留米市
1957年当時の識人のその後のうごき (3)
←ぃー 蔵人からの 世帯の
転職先 転出先
大阪
大阪
大阪
大販
大板
i亘
会社勤務へ(後継者)
肥脊牛
酪農
水道組合(後継者)
学校警備
鉄工所開業(町内)
? ?
建設業(後継者)
左官
自家漁業
建設業(大阪)
建設業(大阪)
日連(年間雇用)
農協
葉たばこ
肥育牛錆養
大工
電器活経営
漁業
大阪(次男)
真珠養殖
葉たばこ
繁殖牛
葉たばこ
葉たばこ
杜氏
綬験
。
。
???
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。。
??
??
。。
o 
'フ
??
。
?
。
兄扇
関係
???
???
???
鳥栖市
稲作
飯米(後継者勤務)
土建業
小売酒屋
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の中には肥前町出身者でない蔵人も 2人いるこ
とが分かった。また、肥前町出身者181人のう
ちの177人 (98%)のその後の動向と彼らの実
家の現在の状況を把握することができた。表8
(1 ~3) は、その結果を示したものである。
a.出身集落別蔵人数
まず、蔵人の集落別構成を見てみる。表9は
それを示したものである。当時の肥前町出身の
蔵人の94%が星賀、納所、晴気、入野の4集落
に集中していた。蔵人出身集落は社氏出身集落
(註2) と全く一致している。
表9 1957年当時の蔵人の集落構成
集落名i-J人笠ri実数(人)割合(%)
納所 1 48 27.1 
入野 I 23 i 13.1 
犬頭 5 2.8 
田野 1 3 I 1.7 
駄十守 I 1 I 0.6 
瓜ケ坂 I 1 I 0.6 
菖津 i 1 I 0.6 
鶴牧 1 0.6 
1) 
4 
Ikm 2km 3km 
r~γ一~
臨1
念のため、表9の実態を集落分布地図([玄11)
で示してみたが、かつて示した社氏の集務分布
地図(註2) と全く重なることが分かる。
b.生死構成
生死の状況をつかめた蔵人は174人であった
が、うち88人が存命ということであったので、
ほぼ半数 (51%)の方がし、まだいらっしゃるこ
とになる。ただし、病弱の方も少なくない。
C. 社氏経験者
177人の蔵人のうち、その後杜氏(親方)になっ
た者は27人で、 177人に対する割合は15%であ
る。一方、 1957年建立の名古屋徳市翁碩徳碑に
刻まれている社氏数も同じく 27名であり、陪年
建立の入野村酒造従業員(蔵人)名簿中の肥前
町出身者数181人と合わせた208人に対する割
合は13%になる。これらの数字は、ある特定年
次の事例に眠られたものではあるが、当時、蔵
人の中で最終的に社氏(親方)にまで至ったの
は10数%程度であったということを推測させる
興味深い値である。
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d.世帯の現状
次いで、図2と!頚3は、表8の167人の蔵人
のその後の動向とその蔵人の世帯の現況をまと
めたものである。
これは、まさに農民躍の分解方向を示したも
のでもある。
まず確認されることは、現状維持が最も少な
かったことである。このことは、逆に見ると、
蔵人の変動が極めて大きかったことを意味する。
し、換えれば、現状維持が極めて問難なほど、
変動・流動が激しかったということである。
それでは、変動・流動した大半の蔵人はどこ
に移動したのであろうか。
最も大きい部分はj長漁業の f縮小j である。
なかでも最も多かったのは「稲作j、すなわち知i
は貧し出して稲作に収数したケースである。 2
番目に多かったのは「飯米J、すなわち稲作を
更に縮小して鍛米だけを栽培する自給的農家に
なったケースである。こうして、この「縮小Jとは、
農業を土日にでもできる稲作に収鍛させて、農
家の兼業化を深めたケースである。農業からど
のような職業に転職したのかの具体的な内容に
ついては、表8の関連項目から窺うことができ
ょう。その最たるものは建設業であり、その象
徴的な出来事は1970年開催の大阪万国博覧会に
起因する建設ラッシュに関わる部門への出稼ぎ
であった。それは出稼ぎ先の鞍替えに他ならな
かった。間じ出稼ぎでも、九州内の蔵人の給与
よりも大阪の建設業関係の職場で、のそれの方が
高かったからである。
次いで多かったのが f離農漁j であり、これ
は上述の f縮小j が更に進んだケース、あるい
は一気に f離農漁J!こ向かったケースである。
そして、「離農漁Jした蔵人世帯の一部は挙家離
村に至っている。その典型は、上述の大阪への
出稜ぎを契機とする大阪への転居で、ある(表8
の関連項目)。
以上の「縮小jと「離農漁Jは、言うまでもなく、
農漁業の縮小・下!経過程を示す。
一方、このような農漁業の縮小・下捧過程に
比べれば、拡大・上昇過程を示す f拡大Jの
例は決して多くない。すなわち、たしかに、
1970年代以降、)j巴前田Iにおいて、国営の農地
開発事業および、農業水平iJ事業の実施を契機に、
葉たばこ経営ゃいちごなどの施設毘芸、あるい
縮小 9 
自家野菜 3 
飯米 18 
稲作 33 
離農 44 
離漁
田
耕作放棄 3 
不作付
繁殖牛 1 
繍棚旬
肥青牛 5 
葉たばこ 8 
iO 
いちご 5 
畑作専業
稲作専業
田知作
漁業
海運業
半農半漁
自営業
もともと非農家 3 
不明(?) 7 
縮小 63人
離農漁 49人
拡大 31人
図2 1957年当時の蔵人のその後の勤きのタイプ
????? ?? ?
19% 
縮小
(兼業農漁家化)
離農漁
(他産業へ) 29% 
図3 1957年当時の蔵人のその後の動きのまとめ
は開発焔での飼料用作物の拡大を基礎とした繁
殖牛経営、さらには全国的な牛肉需要の拡大に
伴う肥育牛経常の伸張が見られ、これらの部門
にかつての蔵人の少なからずの者が吸収されて
いった。しかし、このような専業的農業経営に
向かった蔵人の数は、上述の、それまでの農業
規模を f縮小j して農外兼業に向かった蔵人の
数は言うに及ばず、明fE農漁Jして農漁業以外に
転職した蔵人の数に比べれば、はるかに少なかっ
たということである。
こうして、肥前町の蔵人の1950年代半ば以昨
の動向を見る眠りにおいては、最大の流動経路
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は兼業農家化、挙家li!t村(他出=転居)という
農業・農家からの労働力流出であり、このよう
な大きな流れに比べれば、農業部門の維持・拡
大へ向かう流れは決して大きくはなかったと
わざるを得ない。そして、まさにここに、 1950
年代半ば以降の高度経済成長の達成と農業の縮
小という日本経済(産業構造)の全体的動態、
い換えればニ章構造の形成の佐賀県版縮l惑を
見る思いがする。
②現役蔵人
最後に、現役の蔵人21人の自家農漁業の現状
を見ておきたい。すでに掲げた表6を再度見て
いただきたい。
表6に示したように、現役蔵人の自家農漁業
との関係も、上述の引退蔵人の動向と基本的に
同様で、あると見られる。すなわち、 21人の蔵人
の中で、自家農業においては稲作のみの経営が
8戸と最も多い。稲作の規模は多くても 8番農
家の1.1haで、あり、その他の7戸は 1haに満た
ず、第2種兼業農家と見られる。その他に野菜
十稲作が2戸、繁殖牛3頭十稲作が 1戸存在す
るが、いずれも第2種兼業農家と見られる。す
なわち、本人の蔵人からの収入や、それプラス
家族員の非農業就業からの収入の方が農業収入
よりも多い第2樟兼業農家であると見られる。
それらに対し、 10頭以上の繁殖牛飼養を中心
表10 調査杜氏一覧表 (2008年6再現在)
とする農家4戸と葉たばこ農家 1戸、および一
本釣り漁家 l戸の少なくとも 5戸が専業的な農
業経営ないし漁業経営と見られる。
こうして、現役の蔵人の世帯においても第2
種兼業農家が大半を占める実態となっており、
これ自体は日本農村の一般的な姿以外の何物で
もない。
(2 )杜氏世帯の動態
次いで、、杜氏の動向を見ておく。杜氏につい
ては、すでに可能な限り最大限の引退社氏およ
び現役杜氏の調査を行っているため(註3)、本
稿ではその結果を検討したい。
表10は、調査杜氏の概況を改めて示したもの
である。
杜氏になると、やる気も責任も増し、また給
与も蔵人H寺代よりはるかに高くなるため、ほと
んどの社氏は、杜氏(酒造り)職を継続し、い
わば社氏人生を全うしようと考える。そして実
際、杜氏になると、特別な理由が発生しない限り、
高齢になるまで杜氏を務める場合が多い。
調査社氏のヰ!でも、一般に定年と言われる60
歳を超えても杜氏を続けた人、あるいは目下続
けている人は、 20人中13人と半数以上にのぼる
し、しかもそのうち65歳以上の人は10人と全
体の約半数を占める。さらには、井上久蔵さん、
井上数男さん、井上堺さん、 1日さん、井上高
叙述 出身蔵入社氏になった杜氏酒造り杜氏引退 癌造りをした 現在の
番号 氏名 年齢 集落名年数時の溝年齢年数年数満年齢酒造場数(延べ)自家農業
①名古屋徳市字年58 星賀 14 31 26 40 57 9 
②渡辺正清 77 星賀 15 31 36 51 67 7 
③前回政繁 73 星賀 26 42 22 48 66 6 
④坂本大輔 84 暗気 16 34 26 42 62 9 稲作
⑤岩本太市 73 購気 37 45 5 42 60 9 繁殖牛飼養
⑥井上久蔵 89 納所 21 39 33 54 72 6 稲作
⑦井上数男 82 納所 24 40 34 58 74 7 
⑧中山寿雄 81 納所 30 47 14 44 61 8 稲作
⑨井上堺 80 納所 27 38 32 59 75 6 葉タバコ作
⑩松尾嬉一 80 納所 24 32 20 44 64 7 稲作
⑪鶴田強 77 納所 23 38 17 40 56 3 繁殖牛飼養
⑫井上弐諺 65 納所 9 26 19 28 45 3 イチゴ栽培
⑮山口徳市 82 入野 12 30 48 60 78 2 
⑪岩本一雄 82 入 13 29 29 42 69 9 イチゴ栽培
⑮ 井上富真男 79 入野 15 37 34 49 72 10 葉タバコ作
⑮大滞村 之 79 入野 16 31 12 28 43 6 
⑪吉留一 73 入野 16 34 3 19 37 5 葉タバコ作
18 諾罰生治 84 田野 13 32 17 30 49 8 
鶴田岩一 72 納所 25 44 28 53 5 イチゴ栽培
⑩岩本康司 71 暗気 15 31 39 54 4 稲作
⑪坂本幸生 69 晴気 17 33 36 53 6 稲作
⑫弁上;溝 57 納所 20 35 21 41 8 
@ 中山茂生 56 納所 26 56 27 5 繁殖牛鍋養
?????
????
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男さん、また現役の鶴田岩ーさん、岩本康司さ
んの7人は、 70歳を超えるまで社氏を続けた、
あるいは今でも続けている。
しかし、こうして高年齢まで杜氏を続けると、
自家農業の拡大・自立化と矛盾することが多い。
そして事実、本人が社氏人生を全うした世帯で
は、自家農業の後継者が確保されないかぎり、
社氏として酒造りに出掛けている冬場の農業は
労働力不足となるため、このような世帯の農業
は夏場の稲作を中心としたものにならざるを得
ない。また、このような世帯では自家農業の規
模拡大や専業的経営への志向は弱まらざるを得
ない。なかでも70歳を超える高齢まで杜氏を務
めた位帯では、そのような傾向が強し、。つまり、
杜氏人生の貫徹と自家農業の拡大・自立化の両
立はかなり困難であり、両者はむしろトレード
オフの関係にあると言わざるを得ない。そのこ
とは、「夏場の自家農業では体力を温存させて、
冬場の酒造りに全力を発揮したj と諾ってくれ
た寿雄さん(③)の言葉に象徴的に示されている。
調査事例の中でもこのようなタイプが一番多く、
渡辺さん、久蔵さん、山江さん、そして寿雄さ
んの世帯などが、その典型事例である。
一方、杜氏を続けていても、自家農業の後継
者が確保された場合は、父親の杜氏(酒造り)
の継続と後継者や妻を中心とした自家農業の拡
大・自立化を両立させることが可能となる。そ
して、このようなタイプの事例も少なくなかっ
た。例えば、堺さん(⑨)は、そもそも酒造り
出稼ぎに出た目的は自家農業の規模拡大・自立
化にあったと語る。そして事実、酒造りに出掛
ける傍ら、葉たばこ面積を増やしてきたし、自
家農業の後継者も確保できたため、 50年以上
蔵に通って75歳まで杜氏を務めることができた
し、自家農業は後継者夫婦が中心となって葉た
ばこを主体とした専業的経営を営んでいる。ま
た、一雄さん(⑬)も42年間酒造りを続けて69
歳まで杜氏を務めたが、いちご栽培を主体とし
た農業後継者を確保できたため、酒造り人生と
専業的農業経営確立の両立が可能となった。富
男さん(⑮)も、酒造り出稼ぎの傍ら、回を増
やし、焔借地を進める中で、農業後継者を確保
できたため、 72歳になるまで49年間酒造りを行
うことができたし、今では富男さんは農業の手
伝いからも引退したが、自家農業は後継者夫婦
を中心に270haの葉たばこ専業農家となってい
る。さらに、現役社氏の岩ーさん(⑮)も、 44
歳の時に社氏継続か地元企業への転職かで、迷っ
た特に、奥さんの支援で前者の道を選び、現在
72歳になっても現役杜氏を務めているが、自家
農業のほうも後継者が得られたため、本人の社
氏人生と後継者夫婦のいちご経営とを両立させ
ている。
また、杜氏人生を全うするか、自家農業へ全
力投入するかの二者択一を迫られたときに、せっ
かく杜氏になったのに、諸々の事情で比較的若
くして杜氏を引退し、自家農業に専従したケー
スも見られた。式彦さん(⑫)は、調査社氏の
中では20代で最年少の杜氏となり、酒造り人生
に遜進してきたが、 45歳の時に奥さんの不幸に
遭遇したため、杜氏を引退し自家農業と子育て
に専念し、酒造り出稼ぎの時から開始し拡大し
てきた施設閤芸(最初はメロン、現在はいちご)
を主体とした農業を確立し、その後自家農業の
後継者も得て、現在では後継者と二人三脚で専
業的農業経営に専念している。吉村さん(⑫)
も、 34歳で杜氏となり、酒造りに精が出るよう
になったが、同時に一方で、、子供も大きくなり
家にいる時間を多くする必要が生じた。また、
もともと酒造りは冬場だけの季節的就業であり、
年間を通してできる仕事ではないため、いずれ
は農業での自立を目指して、出稼ぎの傍ら徐々
に葉たばこ面積を拡大してきていたが、その葉
たばこのほうに専念するには冬場の酒造り出稼
ぎが屈難となってきたことから、杜氏になって
聞もない37歳のときに、せっかく杜氏になった
のだから酒造り人生にまだ未練はあったが、杜
氏を止め自家農業に専念する道を選んだ。さら
に幸い、長男が農業後継者となってくれたこと
もあって、その後も葉たばこ面積を増やして専
業農家となった。
4.結論
かつて「出稼ぎの町j であった肥前IsTからの
出稼ぎ者の大半を占めた酒造関係の蔵人は、高
度経済成長期以障、他の一般的な農漁家世帯員
と同様に、その大半は酒造関係以外の多様な非
農漁業部門の仕事に転職し、世帯としては兼業
農漁家となるケースが最も多く、なかには挙家
離村し大阪などの都会へ転出する世帯もいた。
「肥前社氏J集団メンバー(杜氏と蔵人)の動向と地域農漁業 15 
このような大きな流れに比べれば、他方、自家
農漁業に戻り、専業的な農漁業に向かう蔵人は
それほど多くはなかった。
ところで、当時は蔵人の10数%ほどが最終的
に杜氏になったと推測されるが、杜氏にまでなっ
た者は、大半の一般蔵人とは異なり、長年酒造
出稼ぎに出かけ、高年齢になってから杜氏を引
退し、いわば諮造り人生を全うするケースがむ
しろ多かったが、杜氏世帯の多くも、第2種兼
業農家化や離農するケースが多く、専業農漁家
となる割合はそれほど高くはなかった。この点
では、杜氏世帯も蔵人世帯と大差なかった。
こうして、特に多数の蔵人は、高度経済成長
期以降、他の農漁家世帯員と悶様に、非農漁業
部門への転職によって日本経済の成長・高度化
を担い、また杜氏の多くは長年酒造出稼ぎに出
かけて清酒業界に尽くしたわけであるが、その
後の蔵人・杜氏数の激減の結果、蔵人世帯も杜
氏世帯も他の農漁家位帯同様、多くはともに第
2種兼業農業家化することを通じて、第2種兼
業農漁家が支配する一般的な農漁村の中に同化
していった。
ところで近年、伝統的な出掠ぎ形態の杜氏や
蔵人の激減・入手不足と、蔵元・社員社氏や社
員蔵人の脊成が進んだ結果、開じ酒蔵で肥前杜
氏の下で働く蔵人が全て肥前町出身者とは限ら
ず、また逆に肥前町‘以外からの杜氏や蔵元・社
員社氏の下で肥前町出身の蔵人が働くという、
|可じ澗蔵内での社氏と蔵人の出身地の事離・交
差が発生するなかで、現在、肥前町出身の杜氏
は5入、蔵人は21人が県内外で酒造労働に携
わっている状況にある。以上から、いま“肥前
社氏集団ここにありぺあるいは、いまだ“肥前
杜氏集団健在なり"ということができょう。
註
1 )酒造出稼ぎ労働者を主人公とする水上勉の
小説「越後っついし親不知Jでは酒造労働
者全員を「杜氏j と呼んでいる。
2)拙稿 f佐賀「肥前杜氏J史研究J Coastal 
おioenvironment別ffl}第2号、 2008年、 47
頁。
3)上掲拙稿、第6
5.おわりに一一謝辞一一
一昨年来の杜氏の調査に引き続き、今回は杜
氏および蔵人の皆さんを始め、関係する酒造メー
カーの蔵元さん、女将さん、製造部長などに多
大なお世話とご迷惑をお掛けした。これらのご
厚情に感謝いたしたい。
